
 

 

 
 

先号では、「思考力・判断力・表現力等」に向けた授業改善の視点として、 

・育成を目指す資質・能力を明確にするとともに、得た知識を使って思考する授業（単元）づ

くりをしているか 

・学習状況の丁寧な見取りを基に、子供の実態に合わせた指導（授業）を行なっているか 

・全員が思考する授業になっているか 

などについてお伝えしました。今号では、これらの視点を基にした授業づくりについて、具体

的な場面を通して考えてみたいと思います。紹介するのは、上越市立城東中学校の八木清美教諭

（以下、「教師」と略記）の中学１年国語『竹取物語』の授業実践です。 

授業は次のような流れで展開しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①意見と根拠、理由付けの関係を理解し使う〔知識及び技能⑵ア〕に関連 

②竹取物語の魅力を叙述を基に捉え説明する〔思考力・判断力・表現力等 C 読むことア〕に関連 

③我が国の言語文化のよさに気付く、感じる〔学びに向かう力、人間性等〕に関連 

 

上は、教師が今回の授業で目指していた子供たちの

ゴールの姿です（どれも学習指導要領にある資質・能

力を踏まえたものになっています）。これらを明確に

設定することで、育成のためのアイデアも湧き出しま

す。 

例えば、思考の場面では、右図のシンキングツール

（クラゲチャート）の活用を通して「根拠→理由付け

→結論（意見）」という思考の流れで考えをまとめる

課題に取り組みました。ツールが印刷されたワークシ

ートが配られると、生徒は自然とツールを使い課題に
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１ 育成する資質・能力を明確にした授業（単元）構成 

⑴主発問「1100 年もの間、読み継がれている『竹取物語』の魅力とは何か」の提示 

⑵自分が担当する箇所を読んで『竹取物語』の魅力を探す 

⑶「(だから)『竹取物語』は 1100 年以上読み継がれている」を結論に、根拠を古文の叙述から

探し、理由付けして説明する 

⑷同じ箇所を担当したもの同士（エキスパートグループ）で考えを交流する 

⑸生活班に戻って考えを共有し、グループ一押しの考えを相談して決め発表する 

⑹最終的な自分の考えを文章でまとめる 



取り組み始めました。机間を見て回っていた教師から「昨日は白紙だったのに、今日は書けてる

ね」という声掛けがあったので不思議に思い生徒に尋ねると、実は前時までに別課題でクラゲチ

ャートを使い思考する学習を行なっていたことが分かりました。つまり、本時はその考え方（知

識及び技能）をさらに使いこなす場面として設定されていたということになります（①のための

工夫）。 

また、「根拠」は古文叙述から探して書き込むのですが、「理由付け」については書かずに音

声で説明するという指示でした。これには「書くことよりも考えの交流に時間を取りたい」「書

いたものを見せ合って終わらないように自分の言葉で説明させたい」という教師の意図がありま

した。実際Ａさんは、ツールに書き込んだ「三寸ばかりなる人」を指しながら、「ただ『小さ

い』じゃなくて、『三寸』って（具体的に）言うと、想像できてもっと可愛く感じる（登場人物

が魅力的になる）」と説明すると、Ｂさんは「えっと、どういうこと？」と尋ね、「だから…」

とＡさんは重ねて説明していました。このように自分の選んだ叙述が主張にどう繋がるのか、言

葉を尽くして説明しようとする様子が教室のあちこちで見られました（①②のための工夫）。 

これらは、目指すゴールの姿が明確だからできる工夫であり、その成果が生徒たちの姿にも表

れていたと考えます。 

 

 

 

上のような「学びの舞台」を用意した上で、その舞台に生徒全員が上がって来られるようにす

るための教師の姿勢や工夫が授業の随所で見られました。 

例えば、教師は上記の思考の場面で、個人の学習に入る前に「何が正解かは考えない。正解不

正解ではなく、根拠と主張をつなぐ『理由付け』を自分で考えることが大切」と、学習の目的を

子供たちと確認し合っていました。これが、一人一人の思考を後押ししていたと感じます。「正

解は何か」という視点に立つと、子供たちの思考がストップしてしまう時があります。その壁を

取り除く配慮であったと考えます。 

また、交流学習はジグソー法を取り入れた「本文を４つに分け、４人グループで一人１つずつ

担当する→個人が自分の考えをもつ→エキスパートグループで交流する→元のグループで再度交

流する→グループから一押しの意見を１つ発表する」という展開になっていました。これよっ

て、自分の考えをもつことに責任をもたせ、全員が思考することに参加できる展開となっていま

した。 

さらに、本時では時間が足りず、次時に持ち越しになりましたが、交流後に最終的な自分の考

えを文章の形でまとめる活動が予定されていたとのことでした。グループでの活動後に、再度個

人の思考に戻すことは、個々人の思考力を育成する上で大切な視点です。 

これらの工夫に、教師の「教室にいる生徒全員に思考力を育成する」という覚悟が垣間見えま

した。 

 

 

 

   

２ 全員が思考するための工夫 

上にも書いた、机間支援の際の「昨日白紙だったのに、今日は書けているね」という八

木先生の声掛けから、毎時間の丁寧な見取りを基に、生徒の学習状況を把握して支援され

ていることが伝わってきます。また、グループ活動の際、タイマーで活動時間を設定され

ていたのですが、活動の様子を見て回りながら、設定時間をそっと延長されていました。

自分の過去を振り返ると、私はよくタイマーが鳴ってから子供たちに「あと何分必要か」

と聞いて時間延長をしていたと記憶しているのですが、学習状況が見取れていれば、いち

いち子供たちに聞く必要はないわけで、まだまだだったなと反省します。 

そして、こうした「見取る力」を磨いていくことが、「見取りを指導に生かす力」の向

上につながっていくのだと実感した瞬間でもありました。 


